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研究成果の概要（和文）：本研究では、学習指導要領のキー概念である「言語活動の充実」に関して、言語活動を誘発
する環境的要因に着目する研究を行った。具体的には、最近のミュージアムで行われている鑑賞教育やワークショップ
に着目し、展示されているモノから鑑賞者の言葉を誘発するという試みを、学芸員たちがいかように工夫しているかを
検討した。これらの考察から、教室における学習者の詩人的言語の重要性を見出した。詩人的言語は、学習者の実験的
思考を支えるのである。

研究成果の概要（英文）：This study examined an environmental factor to cause language activities about 
"Enhancement of language activities" in Course of Study. Specifically, we examined the　appreciation 
education and the workshop performed in many museums recently. A curator let viewers get close to art in 
much devising to cause the language activities of viewers. From these consideration, we reached the 
conclusion to attach great importance to the language of the poet whom the learner in the classroom used. 
The language of the poet supports the experimental thought of the learner.

研究分野： 国語科教育、教育思想史

キーワード： 「言語活動の充実」　ミュージアム　言葉とモノ　西田哲学　教科教育学と教育哲学の連携　研究者と
現職教師の協働

  ２版
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１．研究開始当初の背景 
 「言語活動の充実」が学習指導要領のキー
概念であることはいうまでもないが、教室の
なかでそれが実現した状況というものが具
体的にどういうものであるのかについては、
明示されているわけではなく、研究代表者が
関わった現場の教師たちからも、多くの戸惑
いの声が挙がっている。たとえば、それは「話
し合い活動」が多くなった状態であるのか、
「書く」活動が増えた状態であるのか、はた
また、板書を多く書き取る状態と考えればよ
いのか、等々である。こうした、単に、「活
動」的営為が増えることが「言語活動の充実」
であると短絡してしまった場合、今までより
学習指導案に班活動が増えるだけ、といった
ような結果になってしまうだろう。 
こうした現状をふまえれば、研究者は、現

場の教師たちに「言語活動の充実」の具体的
な姿を提示する必要がある。そして、この姿
を実際に広く教室で実現してもらわなけれ
ばならない。「言語活動の充実」の核となる
教科は、いうまでもなく国語であると思われ
るが、国語科教育の研究者だけでは、「言語
活動の充実」の具体化した姿は、具体的な 1
時間の授業において実現した（する）姿を発
見したり、提案したりすることしかできない
憾みがある。すなわち、私たちが「教育」と
いう事象の中で、幅広く「表現する」という
営為の原理的な意味内実を追究するには、限
界がある。 
そこで本研究においては、国語科教育の研

究者に加え、広い意味での「教育」における
人間形成の問題を論じている教育哲学・教育
思想史を専門とする研究者に参加してもら
い、1 時間の授業づくりにおける「言語活動
の充実」とは何かを検討するとともに、さら
に幅広く、私たちが「表現すること」と、そ
の人間形成的意味を同時並行で検討するこ
とで、授業の改革とそもそもの「教育」とい
うもののありようを捉え直すということを
結びつけていこうというのである。 
 

２．研究の目的 
（1）「言語活動の充実」の教室での具体的な
姿を、1 時間の授業をつくることに目を向け
る教科教育学研究者と、幅広く「教育」とい
う事象の人間形成的意味を考察する教育哲
学研究者が協働で研究することで提示する。 
（2）（1）で提案した「言語活動の充実」の
具体的な姿をどのように授業で実現すれば
よいか、すなわち、現場の教師たちがどのよ
うに実践すればよいか、教師教育の面から検
討し、実際に教師が試行することをめざす。 
 
３．研究の方法 
（1）「言語活動」概念に関する理論的・思想
史的検討を行う。私たちが「主体的」に「言
語活動」するという営為が、いかように捉え
られてきたのか。研究代表者が専門としてい
る国語教育論や西田哲学、あるいは研究分担

者が専門としている西洋の芸術論やコミュ
ニケーション論を手がかりとしながら考察
する。 
（2）「言語活動」を誘発する環境的要因に関
して、「ミュージアム」（に関する研究）を援
用して考察する。学校現場においては、「言
語活動」の機会を授業で増やすことが目指さ
れる場合が多い。しかしながら、「言語活動」
は、教師に指示されてするだけではなく、状
況に規定されることで誘発されるという側
面もあるはずである。そこで、「ミュージア
ム」における展示、あるいは、子どもを「ミ
ュージアム」に親しませるための鑑賞活動や
ワークショップを盛んに行っている学芸員
の活動に着目し、彼らがいかように展示され
ているモノから、鑑賞者の「言語活動」を誘
発しているかを検討し、「ただたくさん話を
させるだけ」という学校現場の「言語活動の
充実」を再考する手がかりとする。 
 
 
４．研究成果 
3 年間の研究期間の中で、現役の学芸員や

博物館教育論、コミュニケーション論に関心
のある研究者を公開研究会、公開講演会の講
師として招き、多くの示唆を得ることができ
た。その成果を公の場で問うべく、多くの学
会でラウンドテーブルや学会発表を行い、私
たちの得られた知見を発表することができ
た。また、最終年度末には、研究メンバーの
みならず、上記の講演会講師数名の原稿も収
録した研究成果報告書を印刷し、関係する研
究者や主要な大学図書館等に送付し、本研究
の成果を広く知らせることができた。 
具体的な研究成果の一端を以下に示して

おく。私たちは、上記のように、「ミュージ
アム」をめぐる議論に示唆を得ながら、モノ
に誘発される「言語活動」を考えてきた。ど
ういうときにモノに誘発されて言語活動が
始動するかを考えたとき、それは、ある対象
（モノ）に対する惰性化した認識が更新され、
モノを「凝視」して、あるいは「注意深く」
見ることによって、静的なモノをあえて動的
に捉えるところから出発するということで
はないか。そのとき、モノを異化する言語と
いうのは、どのような言語なのかを考えるか
が、本共同研究の最終的なゴールとなった。
そのケースの一つとして、私たちは、いわゆ
る「詩人的な言語」にたどりついた。 
たとえば和辻哲郎は、『続日本精神史研究』

において、「もの」とは、有無の混沌のなか
で、事象の具体的な相貌が取り払われた姿だ
と考察している。そして、かような「もの」
には自明的に存するのではなく、私たちの
「ふるまい」＝「こと」において初めて成立
するのだと考えたわけである。 
 そして、当然、「こと」が起こるには、起
こす「者」（個人的、社会的人間）がその根
源になければならない。ゆえに和辻は、「物」
―「こと」―「者」という構造を「こと」に



見出す。このことは、「物」を見出すという
「ふるまい」によって、「自己」が発見され
るということでもある。 
 たとえば、私たちが「コップがある」とい
うことは、和辻に従えば、「私がコップを有
（も）つ」ことをも意味するのであり、すな
わちコップを有つ己が「ある」ことになるの
である。そうであるならば、私たちは「ある」
ということを了解することによって、己の存
在を自覚するということになるだろう。 
こうした思想を踏まえると、私たちが、

「無」と「有」のはざまで、あえて「もの」
が「ある」と言語化するということは、「自
己」の存在を自覚するための重要な営みであ
ると考えることができる。「言語活動」とい
うのは、「もの」の見え方を私たちが表現す
ることによって、「もの」を私たち自身がど
う見ていたかということをはじめて了解す
る、いわば、認識の始動（生成）を意味する
のである。 
 私たちの「表現」には身体の動きや絵画、
音楽など多様な種類がある。だが、「有」と
「無」の狭間に揺れるダイナミズムのなかで
「もの」が「ある」と表現するのにうってつ
けなのは、恐らく言語なのではないか。たと
えば目の前に置いてある（静止している）コ
ップであっても、コップを「コップ」と「名
づける」までの、実に微妙な「時間」（スロ
ーモーションだと考えればよい）を捉えるこ
とができるのは、言語であろう。だからこそ、
私たちは、言語によって認識を始動すること
を重視したい。静止している事象を静止して
いない事象（スローモーション）のようにと
らえることは、映像などでは困難だろう。 
 かような言語表現は、阿部公彦の著書（『詩
的思考のめざめ』東京大学出版会、2014 年）
のタイトルを借りれば「詩的思考のめざめ」
となるだろうか。つまり、「言語活動」とい
っても、このスローを表せるのは、「詩的言
語」とならざるを得ない。アートを表現する
のは、アートをもってするしかないのではな
いか。 
 子どもの頃の読書感想文を思い出してみ
るとよい。「おもしろかった」「つまらなかっ
た」という手垢にまみれた感想が全く評価さ
れず、にもかかわらずそう表現するしかなか
ったというあの苦しみ（？）。子どもの頃の
読書感想文を描く対象はおおむね文学作品
だったと思われるが、文学作品に「感想」を
書くには、「文学」をもってするしかなかっ
たのではないか。そして、仮に、惰性化した
認識を更新するようにモノを「見る」（語り
得ないモノをあえて語る）ためには、「詩人
的な言語」をもってするしかないのではない
だろうか。 
では、それを学習者はどのように理解する

のか。これは、教師が「自由に表現してくだ
さい」と指示するだけでは困難である。「言
語活動」をどう「教育」するか、というのは、
自発的な学習者の表現活動を重視する「言語

活動の充実」とは対極にある考え方かも知れ
ないが、そもそも「言語活動」をするにも、
ある種の「文法」が必要なのではないか。そ
の一つの可能性として「詩人的な言語」のヴ
ァリエーションを「教える」ことの重要性を、
本研究メンバーが揃って公の場で発表した
最後となった、2015 年の教育哲学会ラウンド
テーブル「教育活動に於ける言葉とモノ」に
おいて、研究代表者が報告した。また、研究
分担者は、モノの多様性を検討するためにそ
の範疇を音楽にまで広げ、また追悼施設の展
示における「言語活動」という具体的なケー
スを考察した。 
また、研究代表者は、（教育）哲学研究の

成果を国語科教育の教材研究に援用するた
めに、小学校の現職教師と協働で教材研究と
授業づくりを行い、研究代表者が実際に小学
校で授業提案を行うという、研究者と現職教
師の新しい交流のあり方を一つのケースと
して示した。これらの成果は、先述の研究成
果報告書に、詳細に記載されている。 
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